夏のボランティア体験in堺　プログラム実施計画書
記入上の注意事項

※プログラムは１施設・団体につき、２つまででお願いします。

※実施計画書は本会ホームページ（http://www.sakai-syakyo.net/）からダウンロードできます。
　１．連絡先欄
　　
（１）組織種別　　　　　　　該当のものに○をつけてください。
　　　（２）法人名・施設名
　略称ではなく、正式名称でお書きください。　
団体名
　　　（３）担当者名              ボランティア受入れ担当者名をご記入ください。

　　　              　　　　　　  
　２．プログラム

  （１）活動種別　　    提供されるプログラムの対象者（サービス利用者）から選択ください。

　　　　　　　　　　　　　　※複数選択可能
　（２）活動場所　　　　活動場所の名称と交通機関をお書きください。

　　　　　　　　　　　　      　※先述した【施設住所】と活動場所が異なる場合は、活動場所の住所を記載してください。

   （交通機関記入例）南海高野　線　堺東駅下車　　　バス停　徒歩１０分

  （３）申込方法　　     ①施設・NPO法人は参加者からの直接申込となります。
　　　　　　　　　　　　　 受付可能な申込方法に☑し、その連絡先をご記入ください。
②ボランティアグループについては、『直接申込』『社協を通じて申込』のいずれかを選択できます。
※『直接申込』を選択される場合は、受付可能な申込方法に☑し、その連絡先をご記入ください。

なお、『直接申込』で記入いただいた内容は、情報が公開されますことあらかじめご了承ください。
（４）受入可能期間　　　プログラム提供期間をご記入ください。

盆休みや夏休みなどで受入できない日は（※　　　）のなかにお書き下さい。




     　

【宿泊】…有無に○印をお書きください。　

  （５）募集対象者　     『年齢制限なし』『年齢制限あり』のいずれかに○をつけてください。




     『年齢制限あり』の場合は、対象となる年齢区分全てに○をつけてください。

  （６）募集人数　       一日あたりの受け入れ可能人数をお書きください。

      （７）事前説明会　　   参加者に対する事前説明会の有無について、『あり』『なし』のいずれかに　　　　　　　　 ☑をしてください。

　　　　　　　　　　　　　　 『あり』に☑の場合は、その実施日について当てはまるものにチェックをし、

                             日にちが決まっている場合はその日時も記入してください。

  （８）その他条件
     当てはまるものには□の欄にチェックをしてください。

【学校の課題などによる参加とは】

学生が学校の課題やボランティア体験実習としてこのプログラムに参加し、学校

に提出するために活動証明書への捺印等を施設・団体に依頼することがあります。

（新任教員の研修を含みます）

※ボランティア証明の発行ができない場合は、証明発行不可に☑してください。

  （９）参加者持ち物　   活動日に参加者が持参しなければいけないものに○をしてください。

　　　　　　　　　　　　   　　　  ※持ち物は活動にふさわしい服装、夏の体験なのでタオルや飲み物持参、昼食やかかる経費は基本的に自己負担、必要のないものは持ってこないということは事前に注意事項として記載いたしますので、その他必要事項を記入してください。
（10）支給されるもの   施設・団体側から参加者に対して、支給されるものがあれば○をつけてください。
                             交通費を支給される場合はその金額も記入してください。
  （11）活動内容
     　活動内容の要約(16字以内)と活動内容の詳細・参加者へのメッセージ（50
字以内）を記入してください。
３．そのほか　　　　　　　　プログラム（実施計画書）を2つ申込まれる場合は、左上にチェックしていただき、実施計画書をコピーしてご記入ください。

※ご記入の際の不明点は、説明会にてご質問ください。
　※そのほか何かございましたら、鈴木・永冨までお問い合わせください。
